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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・床屋業務→7月18日油津さんとなりますので周知お願い致します。

・内服薬が処方になった場合の日誌記載について、商品名を記載してから括弧内に薬品名

　を入れ、どちらも赤字で記載していくようにしていきましょう。

・非感染医療廃棄物処理について
軟膏処置後の軟膏がなくなったチューブの廃棄について、現在キャップをして廃棄する

ケースとキャップをせず廃棄しているケースがあるようですが、今後はキャップをして
廃棄するよう徹底してください。
・LASM評価表は、北病棟→23年度→看護方針LASM評価表に入っていますので、各自印刷して評価表記入お願いします。期限が20日までとなっていますので、担当スタッフは記入

　していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

・布施　邦雄様～歯痛、右頬の腫脹見られ、臨時薬処方となっていた。現在、右頬の腫脹はなく、疼痛も無いとの事で、田名部Drへ報告し、本日の夕の分で飲みきり止めとなっています。明日歯科受診の予定である事を猪股Ｄｒにも情報提供していきましょう。

· 元沢　政治様～本日、兄様の面会あり。小遣い1万５千円手渡されています。お盆外出は、連れて行く事から後日に日程は連絡するとの事でした。電話連絡を受けたスタッフは、情報共有していきましょう。

· 岡田　石子様～本人より右膝痛の訴えをされている。理由については入浴の為に脱衣所で着替えている最中に力が抜け右膝をぶつけたとのこと。主治医へ報告し、右下肢のレントゲン検査指示あり。骨折などの異常所見みられていないことから、ナパゲルン軟膏を１日２回塗布し様子観察となる。歩行訓練については本人の様子をみて検討していきましょう。痛み増強時は、移動はエレベーターを

使用して頂きましょう。

＜皮膚科診察＞

· 古川　富蔵様～本日の皮膚科にて左足底のベンチ腫を削っている。来週の皮膚科診察では、スピール膏を貼付せず様子を見るとの事で貼らずに経過観察していきましょう。

· 井上　和美様～前胸部に急性湿疹あるとのことで、デルモゾール軟膏Ｇを塗布するようにとの事。急性湿疹の状態を観察していきましょう。

＜安々平Dr診察＞

・法霊崎　恵子様～現在、体重49.5ｋｇで調子良い事主治医より説明受けています。
お盆外泊中は、何か手伝ったり、墓参りをしてくる様にと説明を受け了解されています。
・三上　勇様～現在も、時々つまづき歩行が見られている為、声掛けを要していることうを情報提供しています。本人へ「今は、55歳で若いが年をとることで骨がもろくなり大変だよ」と話された後、気をつけて歩く様にと言われ納得されています。引き続き歩行状態を観察していきましょう。
・上村　みわ様～診察にすぐ来られない事から、スタッフの再三の声掛けで診察室に来られています。本人から「糖尿病で困る。唾が出たり、涎がドロドロとして、風邪も治っていない」や「退院は、来週の19日火曜日の14時に決めました。そばかす、ほくろが消えない」と次々とまとまりない発言聞かれていた。病棟では所在確認し言動に注目していきましょう。
・十日市　利喜様～明日、国民健康保健税の支払いの為、三浦PSWと外出予定となっています。

＜川村　敏也様の情報交換会＞

　・川村敏也様・・・年齢（45歳）

・病名：統合失調症
　・入院日・・平成22年12月15日
・保護者：弟様（川村健冶様）→遠方に住んでいる
＜経済状況＞
・精神障害者保健福祉手帳2級受給中
・自立支援医療受給中
・生活保護受給中

　・金銭管理は、八戸市社会福祉協議会にて行われていた
＜地域で暮らしていく上での問題点＞
・病状悪化により生活出来ない事から生活の利便性を考えて、病院の近くに引越し

した方が良いのではないか→本人に聞いて検討していく
・保護者が遠方に住んでいるという事もあり協力が得られにくい
＜服薬＞
・現在は、自己管理の訓練中、3日分、4日分と分けて行っている。
　

＜活動性＞

・自室にて臥床している事が多く夜間はホールに来られるが交流が希薄。
・相談出来る人がいない事から感情表出できるように検討する。
＜対策案＞
· 退院後、生活リズムの確立を含めデイケアの利用をスタッフ、Ｄｒから勧めるが

本人は拒否→1、今後も本人と話合い疾病教育を繰り返して行い、デイケアの見学も並行

して、デイケアへ行く必要性を説明していく
　　　　　　　　2、訪問指導、外出も行っていく

　　　　　　　　3、デイケア・青明舎の体験も一緒に勧めてアニマルセラピー等検討する

　　　　　　　　4、県営住宅は、3ヶ月延長可（9月15日頃）→社会福祉事務所に行きPSW確


認

○訪問看護からの情報提供

・現在、本人が住んでいる所は、周囲へ気軽に出来ず、生活できる所に引越し等考えては？
○青明舎からの情報提供
・活動性をあげる一日何時間か過ごす（体験利用）
○デイケアからの情報提供

・体験利用を退院後週に3回にしてはどうかと意見聞かれる
※地域復帰検討会の日時は7月22日金曜日16時からの予定






















